
第５１回釧路地方裁判所地方裁判所委員会 

第５０回釧路家庭裁判所家庭裁判所委員会 

議 事 概 要  

 

 議 題 「利用しやすい民事・家事手続案内について」 

 

１ 開催日時 

 令和８年７月６日（月）午後１時３０分から午後３時３０分 

２ 開催場所 

  釧路地方・家庭裁判所第１会議室 

３ 出席者等 

 (1) 地方裁判所委員会委員 

池田利伸、石井孝行、伊藤明日佳、伊吹栄治（兼務）、大澤多香子、岡田登、

小川郁子、尾越赴夫、金安潤子、宮下茂樹、武藤真紀子（兼務）（５０音順・

敬称略） 

(2) 家庭裁判所委員会委員 

伊吹栄治（兼務）、栗山由紀夫、佐々木涼太、島田桂子、島森眞知子、多田

委代、田中健三、邉牟木敬史、水越壮夫、武藤真紀子（兼務）、横田英喜（５

０音順・敬称略） 

(3) 裁判所（説明者） 

本間雄治（地方、家庭裁判所首席書記官）、松村英樹（地方、家庭裁判所次

席書記官）、中川賢也（家庭、地方裁判所次席書記官）、北憲一郎（地方裁判

所民事訟廷管理官）、石丸勝也（家庭裁判所訟廷管理官）、津幡賢志（地方、

家庭裁判所事務局長）、松村美紀（地方、家庭裁判所事務局次長）、相馬勝美

（家庭、地方裁判所事務局次長） 

 (4)  庶務 



    新川高広（地方裁判所事務局総務課長） 

４ 議事概要 

(1) 新任委員紹介及び挨拶 

新たに地方裁判所委員会委員及び家庭裁判所委員会委員を委嘱された委員

が委員会庶務から紹介され、それぞれ挨拶をした。 

(2) 前回委員会で出された意見に対する検討、取組状況等 

別紙「報告要旨」のとおり報告された。 

(3) 裁判所からの説明等（民事・家事事件における手続案内について） 

裁判所から民事事件と家事事件における手続案内についての説明を行った。

その後、訟廷事務室、民刑書記官室及び家裁書記官調査官室の見学を行った。 

(4) 意見交換 

裁判所からの説明等についての感想及び質問を交え、意見交換を行った（要

旨は、別紙「発言要旨」のとおり。）。 

(5) 次回開催日時及び議題 

ア 開催日時 

令和９年１月２９日（金）午後１時３０分から午後３時３０分まで 

  イ 議題  

       調停委員の人材確保について 

（地方裁判所委員会及び家庭裁判所委員会の合同開催）  



（別紙） 

報 告 要 旨 

 令和８年１月２６日に開催された前回の地家裁委員会では、「裁判所における防

災対策について」というテーマで、裁判所から、当庁の防災計画の内容や訓練の実

施状況、近年の災害対応事例等について説明を行った。 

その後の意見交換においては、委員の皆様方の所属する団体の実情をご紹介いた

だいた。防災備品として自転車を整備している、各エリアの防災マニュアルをイン

トラネット内で共有して、事前に災害時の応援職員が対象エリアの防災マニュアル

を確認できる環境を整えている、インターネットが使用可能な場合はコミュニケー

ションツール等を用いて出先機関等と連携し、インターネット等が使用できない場

合は災害時優先電話を使用して連携する等の対策を行っているといった工夫点のほ

か、防災用ヘルメットについては、避難住民の分も十分な数を用意する必要がある

と感じている、各種マニュアルが多すぎると災害時に実際にマニュアル通りに対処

できるかという課題がある、雪害については当初の想定より雪があまり降らないケ

ースや想定以上に雪が降るケース等、事前の予測が難しく、施設休業の周知前にい

らっしゃった住民への対応に苦慮する場面もあるといった課題点についてもご紹介

いただいた。 

裁判所の防災対策に対しては、裁判所は防災の設備も十分で高台にあり、駐車場

も十分に確保されていることから、市民の避難先として裁判所も選択肢の一つであ

る、設置されている非常用自家発電機が、灯油という普段も暖房で使用している汎

用性の高い燃料で稼働している点は評価できるといった御意見をいただいたほか、

女性の避難者の視点に立って考えると、新生児用の保存ミルクや授乳カップ等も整

備することが望ましい、一般市民の感覚からすると、裁判所が現在公表している情

報では、災害時に裁判所に避難してよいのか判然としないため、避難してよいので

あればその旨を事前に公表することが望ましいという御意見もいただいた。 

委員の皆様からいただいた貴重な御意見を踏まえ、裁判所の防災対策について改



善、検討を進める際の参考とさせていただき、地域の皆様に安心して利用していた

だける裁判所を目指していきたい。 

  



（別紙） 

発 言 要 旨 

 

委員長： 庁舎改修後の事務室をご覧いただいての率直な感想をお聞きしたい。 

委 員： 今まで別のフロアにあった地裁、家裁及び簡裁の受付窓口を１階に集約

したことは、来庁者としては利用しやすく良い改善である。 

委 員： 裁判所で取り扱う事件の中には加害者と被害者がいる事件もあると思う

が、被害者にとって庁舎内を頻繁に移動することは、加害者との接触の不

安から想像以上に負担に感じると思う。受付窓口を集約して移動の機会を

減らす取組みは、被害者への配慮という観点でも良い取組みである。裁判

所においては、引き続き利用者の負担やプライバシー保護の観点を意識し

た取組みを心掛けていただきたい。 

委員長： 各委員や所属の団体の職員等が裁判所を日常で利用している上での感想

もお聞きしたい。 

委 員： 私の所属する団体に相談に来られた方を裁判所の窓口にご案内すること

もあるが、その方からの案内後のお話を聞くと、裁判所は窓口の一本化だ

けでなく、職員の対応も丁寧でわかりやすいと評判が良かった。 

委員長： 裁判所同様に複数の窓口がある団体において、何か工夫している点等が

あればご紹介いただきたい。 

委 員： 私の所属する団体では、「書かせない」と「待たせない」の２点を意識

した改善を実施した。まず、これまでは利用者が記入していた申請書等に

ついて、改善後は職員が用件を聴取しながら記入していき、申請書の記載

が完了した段階で利用者に内容の確認を依頼し、内容に間違いがなければ

署名していただくという方式に変更した。次に、従前は手続ごとに団体内

の複数の窓口に訪れる必要があったが、改善後は１つの窓口で対応を受け

れば、他の窓口に訪れずにまとめて手続を進められるように、関係手続の



ワンストップ化を図った。団体内の手続の中にはまだワンストップ化でき

ていない手続もあるが、運用状況等を踏まえて今後ワンストップ化できる

手続を拡張したいと考えている。 

委 員： 私の所属する団体では、利用者が最初に訪れる窓口にその後の事務で関

与する職員が訪れることで、できる限り利用者の移動を減らすように配慮

している。また、隣の窓口で対応している他の利用者に相談内容が聞こえ

ないようにする目的で、建物内で音楽を流し、相談している内容を音楽の

音で他者に聞こえにくくする工夫を行っている。 

委員長： より良い手続案内をするために、職員からの説明方法等で工夫すべき点

があればお聞きしたい。 

委 員： 来庁者の話を丁寧に聴取することが大切である。また、本日、裁判所に

来庁してどこにいけばよいかわからず戸惑っていたときに、職員の方が先

に声をかけてくださったが、そういった心遣いがあると利用者も安心して

話を進めることができると感じた。 

委 員：  裁判所の手続に馴染みのない一般の方は、自分の相談したい手続が地裁、

家裁、簡裁のどの窓口で相談するべき内容なのかがわからないと思う。こ

ういうことでお困りの方はこちらの窓口へといった形で、相談の代表的な

事例を窓口や案内板等に記載することで、よりスムーズに適切な窓口に誘

導できるのではないか。 

委 員： 来庁者の話を聞き進めると実は裁判所では対応できない問題であったと

いう場合、わざわざいらっしゃった来庁者の時間的な負担等になる。その

ため、早い段階で来庁者の要求する事項を正確に聴取し、裁判所の手続に

該当する場合は手続案内をし、他の機関が担当している手続の場合は該当

の機関をご案内することが望ましい。 

委員長： 裁判所のウェブサイトをご覧いただいたが、分かりやすいものだったか

等、感想をお聞きしたい。 



委 員： 裁判所のウェブサイトには、様々な手続の概要、書式や記載例だけでな

く、チャットボットも整備されていて、わかりやすかった。裁判所の手続

について私の所属する団体に相談に来た方に対しても、同サイトの画面を

示しながら説明する等して、同団体の業務でも活用している。 

委 員： ウェブサイトはわかりやすかったが、収入印紙を使用しなければならな

い手続があるのは負担に感じる。今後は、裁判所内の全ての手続をキャッ

シュレス決済で行えると当事者にとってさらに利用しやすい裁判所にな

るのではないか。 

委 員： ウェブサイト内で使用されている言葉の中には、一般の方にはわかりに

くい法律の専門用語も多いように感じた。例えば、紛争を抱えた当事者が

裁判所に紛争解決の手続をとろうと思ったときに、訴訟、少額訴訟、民事

調停等の手続があると説明されても、それぞれの手続の違いがわからず、

それを理解しながらウェブサイトを読み進めることはやや負担なのでは

ないか。専門用語を平易な言葉に変換することが難しいのであれば、その

用語をクリックすると、リンク先に用語の説明ページが表示される等の工

夫をするのもよい。 

委 員： 裁判所は、手続案内はできるが、法律相談を受けることはできないとい

う点をあまり理解していない方も多いのではないか。そういった方への説

明の動画等も今なら生成ＡＩで容易に作成することが可能なので、説明の

ためのコンテンツがあってもよいのではないか。 

委 員： ウェブサイト内の文字が小さく、文字数も多いのが少し気になった。ウ

ェブサイト自体はわかりやすいものであったため、広く国民に裁判所のウ

ェブサイトを知ってもらうために、名刺や広報行事のパンフレット等にも

ウェブサイトの二次元コードを掲載する等の工夫をするのもよい。 


